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大型車の車輪脱落事故発生状況（年度計）

発生件数（件） うち人身事故件数（件）

年度

（件）

令和５年度 大型車の車輪脱落事故発生状況①

年度別の大型車の車輪脱落事故の発生件数

0

※ 1 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により車輪が自動
車から脱落した事故

※ 2 大型車の内、乗車定員30人以上の自動車の件数（H27年度：3件、H28年度：1件、H29年度：1件、H30年度：3件、H31/R1年度：1件、R2年度：0件、R3年度：2件、
R4年度：2件、 R5年度：1件）

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

➢ 大型車の車輪脱落事故の発生件数は増加傾向にあり、令和５年度は142件発生、
令和４年度（140件）より２件増加した。

➢ 車輪脱落事故に伴う人身事故は２件、内１件は死亡を伴う事故であった。

資料２
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車輪脱落事故の月別発生件数（令和５年度）

➢ 約61％が令和５年11月～令和６年２月
に発生（冬季に集中）

令和５年度 大型車の車輪脱落事故発生状況②

1※ 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により車輪が
自動車から脱落した事故

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

車輪脱着作業から車輪脱落事故発生までの期間別発生件数（令和５年度）

➢ 約54％が車輪脱着作業後１ヶ月以内に発生

（件）

（件）

n=142

n=142
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令和５年度 大型車の車輪脱落事故発生状況③

事故車両の総走行距離別発生件数（令和５年度）

使用の本拠の位置別発生件数（令和４年度、令和５年度）

2※ 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により車輪が
自動車から脱落した事故

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告
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（件）
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n=R4：140、R5：142
➢ 東北地方で多く発生

➢ 20万km以上の走行で多く発生

n=142
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3

令和５年度 大型車の車輪脱落事故発生状況④

使用の本拠の位置別１万台あたりに換算した発生件数

（件）

➢ 北海道・東北・北陸信越地方で高い割合

※ 1 令和6年3月31日現在の大型車（車両総重量8トン以上または乗車定員30人以上）の使用の本拠の位置別の保有台数から算出
※ 2 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落によ車輪
が自動車から脱落した事故

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告
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4

令和５年度 大型車の車輪脱落事故発生状況⑤

※ 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により車輪が
自動車から脱落した事故

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

車歴別の車輪脱落事故の発生件数（平成31年/令和元年度～令和５年度）

➢ 初度登録年から４年経過以降で多く発生

n=647

（件）

（経過年数）

*うち1件経過年不明



作業時不備

要因, 61%

保守管理不備

要因, 34%

不明, 5%

締付力管理不備

18%

劣化・摩耗確認不備

14%

不適合品使用

2%

その他不備

28%

増締未実施

21%

増締力管理不備

4%

点検時確認不備

8%

不明

5%
左前輪

2%

右前輪
2%

左後輪
94%

右後輪

2%

令和５年度
142件

定期点検整備

9%

臨時整備

1%

タイヤ交換等

86%

不明

4%

令和５年度
142件大型車の使用者

56%

タイヤ専業店

23%

自動車整備事業者

14%

不明・その他

7%

令和５年度
142件

令和５年度 大型車の車輪脱落事故発生状況⑥

➢ 約56％が大型車ユーザーによるタイヤ脱着作業後の脱落

タイヤ脱着作業実施者別発生件数

➢ 約86％がタイヤ交換等の実施後の脱落

タイヤ脱着作業内容別発生件数

5※ 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により
車輪が 自動車から脱落した事故

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

➢ 約94％が左後輪からの脱落

車輪脱落箇所別発生件数 作業及び保守管理の不備
※ １件の事故に複数の不備もあり



令和５年度 大型車の車輪脱落事故発生状況⑦

➢ 各作業実施者に同種不備があり、潤滑剤塗布未実施（不適切）の割合が高い

タイヤ脱着作業実施者別タイヤ脱着作業時における不備

6

※ 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により車輪
が 自動車から脱落した事故

※ 各母数は調査できなかったものも含まれているため、各割合は●％以上と表示した
出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

作業実施者 大型車の使用者
（80件のうち）

タイヤ専業店
（32件のうち）

整備事業者
（20件のうち）

作業等不備割合
※１件に複数の
不備もあり

潤滑剤塗布未実施・
不適切
【40％以上】

潤滑剤塗布未実施・
不適切
【28.1％以上】

潤滑剤塗布未実施・
不適切
【35％以上】

トルクレンチ等不使用
【37.5％以上】

トルクレンチ等不使用
【12.5％以上】

トルクレンチ等不使用
【15％以上】

ホイール・ナット等清
掃未実施
【16.2％以上】

ホイール・ナット等清
掃未実施
【6.2％以上】

ホイール・ナット等清
掃未実施
【5％以上】
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